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携
し
、
防
災
、
環
境
、
介
護
・
福
祉
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
創

出
す
る
動
き
も
出
て
き
て
お
り
大
い
に

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
商
工
会
連
合
会
は
本
年
二
月
に
「
設

立
五
十
周
年
式
典
」
を
催
し
ま
す
。
厳

し
い
経
営
環
境
に
あ
る
中
小
・
小
規
模

企
業
の
皆
様
と
一
体
と
な
り
、
多
摩
と

島
嶼
地
域
の
二
十
七

商
工
会
と
連
携
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
中

小
・
小
規
模
企
業
者

の
経
営
改
善
と
地
域

の
振
興
に
役
職
員
一

丸
と
な
り
、
全
力
で

努
め
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
年
が

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

良
い
年
で
あ
る
こ
と

を
祈
念
し
て
、
私
の

年
頭
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

東
京
都
商
工
会
連
合
会

桂 

敎
夫
　

会
長

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

　
平
成
二
十
四
年
を
迎
え
謹
ん
で
新
春

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
我
が
国
経
済
は
、
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
の
影

響
や
欧
州
の
金
融
不
安
が
続
く
中
で
、

世
界
経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
に
端
を

発
し
た
超
円
高
、
デ
フ
レ
の
長
期
化
、

需
要
の
停
滞
や
失
業
率
の
高
止
ま
り
な

ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　
中
小
・
小
規
模
企
業
者
の
皆
様
は
、

こ
れ
ら
に
加
え
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
激
化

に
よ
る
空
洞
化
・
内
製
化
に
よ
り
受
注

の
激
減
、
人
口
構
成
の
変
化
や
環
境
問

題
な
ど
に
よ
る
売
上
の
減
少
に
直
面
し
、

自
助
努
力
の
限
界
を
超
え
る
更
に
厳
し

い
経
営
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
多
摩
地
域
は
、
技
術
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
つ
企
業
Ｏ
Ｂ
の
活
用
や
、
中
小

企
業
同
士
が
連
携
し
て
互
い
の
技
術
課

題
を
助
言
し
合
い
、
共
同
し
て
開
発
や

販
売
促
進
に
繋
げ
る
動
き
が
出
て
き
ま

し
た
。
大
学
も
地
域
貢
献
の
一
環
で
中

小
企
業
と
の
連
携
に
前
向
き
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。
官
、
民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
連
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平
成
二
十
四
年

 

年
頭
所
感

東
京
都
知
事

石
原 

慎
太
郎

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
、
我
が
国
は
千
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
東
日
本
大
震
災
の
大
禍
に
遭
い
、
未
曾
有
の

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
東
京
都
は
、
い
ち
早
く
被
災
三
県
に
現
地
事
務
所
を
立
ち
上
げ
る

と
と
も
に
人
的
支
援
を
行
う
な
ど
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
を
積
極
的
に
支
援
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
も
全
力
の
支
援
で
被
災
地
を
元
気
づ
け
、
日
本
を
牽
引
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
で
は
、
震
源
か
ら
遠
く
離
れ
た
東
京
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
対

策
を
根
底
か
ら
揺
る
が
し
、
大
都
市
東
京
の
脆
弱
性
が
露
呈
し
ま
し
た
。
都
で
は
、
一
刻

た
り
と
も
日
本
の
頭
脳
・
心
臓
が
止
ま
ら
な
い
高
度
防
災
都
市
を
目
指
し
、
木
造
住
宅
密

集
地
域
の
不
燃
化
や
建
物
の
耐
震
化
を
進
め
つ
つ
、
近
所
同
士
で
助
け
合
う
「
防
災
隣
組
」

の
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
危
機
に
対
し
て
も
、
百
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
級
の
天
然
ガ
ス
発
電
所
や
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
、
高
効
率
・
低
炭

素
な
東
京
産
の
電
力
を
創
出
し
ま
す
。

　

危
機
を
乗
り
越
え
る
の
は
人
の
力
で
あ
り
ま
す
。
今
こ
そ
、
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成

に
本
気
で
乗
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
世
界
と
渡
り
合
え

る
人
材
を
東
京
か
ら
育
て
る
べ
く
、
海
外
留
学
を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
教
育
再
生
の

議
論
を
進
め
ま
す
。
日
本
の
国
力
を
左
右
す
る
少
子
化
に
も
、
都
独
自
の
認
証
保
育
所
を

フ
ル
活
用
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
高
齢
者
が
知
識
・
経
験
を
最
大
限
活
か
し
、

生
涯
現
役
で
活
躍
で
き
る
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
「
十
年
後
の
東
京
」
計
画
を
充
実
・
強
化
し
、

二
〇
二
〇
年
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
新
た
な
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
昨
年
末
に
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
を
羅
針
盤
と
し
、
東
京
を
世
界
に
誇
れ
る
都
市
へ
と
進
化
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

我
々
日
本
人
は
、
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
依
存
の
平
和
に
安
住
し
な
が
ら
繁
栄
を
謳
歌
し
、

物
質
的
な
豊
か
さ
と
引
き
換
え
に
、
先
人
が
受
け
継
い
で
き
た
日
本
人
の
価
値
の
機
軸
、

国
民
と
し
て
の
自
負
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
の
日
本
人
に
と
っ
て
の

絶
対
的
な
価
値
は
、
物
欲
や
金
銭
欲
と
い
っ
た
我
欲
の
達
成
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
今
回
の
震
災
で
は
、
被
災
者
同
士
が
支
え
合
い
、
秩
序
正
し
く
行
動
す
る
姿
が
世

界
を
瞠
目
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
大
震
災
を
機
に
、
我
々
は
、
家
族
や
地
域
の
絆
、
そ
し
て
国

家
と
い
う
も
の
を
改
め
て
見
つ
め
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
京
は
、
生
き
た
現
場
か

ら
問
題
の
本
質
を
捉
え
、
具
体
的
行
動
に
よ
り
範
を
示
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
、
東
京
都
は
二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
都
市
に
立

候
補
し
ま
し
た
。
震
災
で
大
き
く
傷
つ
い
た
日
本
を
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
再
生
し
、
復
興
し
た

姿
を
世
界
に
披
瀝
す
る
た
め
に
も
、
是
非
と
も
東
京
へ
の
招
致
を
実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
人
一
人
ひ
と
り
が
持
て
る
力
を
発
揮
し
、
そ
れ
が
束
ね
ら
れ
る
こ
と
で
、
必
ず
や
輝

か
し
い
未
来
が
拓
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

謹んで新年のお慶びを申し上げます
地域商工業の繁栄、躍進に一層の努力をして参ります　何卒よろしくお願い申し上げます

2012年元旦  東京都商工会連合会

三
鷹
商
工
会
（
連
合
会
理
事
）

福
生
市
商
工
会
（
連
合
会
理
事
）

三
宅
村
商
工
会
（
連
合
会
監
事
）　

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

浅
沼 

基

山
下 

真
一

佐
藤 

文
典

近
藤 

正
夫

才
神 
芳
美

小
林 

一
伸

「
明
日
は
必
ず
や
っ
て
く
る
、
前
を
向

い
て
歩
こ
う
。
絆
」

「
勇
猛
果
敢
」

「
組
織
強
化
―
活
力
あ
る
商
工
会
の

実
現
を
目
指
し
て
」

「
誠
心
誠
意
」

「
現
実
を
受
け
入
れ 

未
来
に
向
け
前
進
」

「
地
道
な
努
力
が
未
来
を
創
る
」

国
分
寺
市
商
工
会(

連
合
会
理
事
） 

東
久
留
米
市
商
工
会
（
連
合
会
理
事
）

瑞
穂
町
商
工
会
（
連
合
会
理
事
）
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謹んで新年のお慶びを申し上げます
地域商工業の繁栄、躍進に一層の努力をして参ります　何卒よろしくお願い申し上げます

2012年元旦  東京都商工会連合会

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

専
務
理
事

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

平
畑 

文
興

大
沼 

登
良
夫

松
江 

雅
彦

安
藤 

光
一

原
田 

貞
男

信
山 

重
広

廣
瀬 

可
世
子

長
谷
川 

登

山
下 

三
郎

内
山 

健
治

鶴
田 

和
男

加
藤 

政
治

松
田 

昭
男

浅
沼 

孝
彦

番
場 

正
夫

向
笠 
幸
雄

井
上 

敏
夫

田
中 

宏

猪
熊 

勇
一

村
越 
政
雄

村
田 

幸
三

栗
山 

昇

髙
田 

元
喜

原
島 

芳
一

「
尊
く
、強
く
、正
し
く
、そ
し
て
清
く
、

の
心
で
！
」

「
共
存
・
共
栄
」

「
健
康
は
富
に
優
る
」

「
君
子
は
器
な
ら
ず
」

「
祈
！
震
災
復
興
」

「
切
磋
琢
磨
～
共
に
夢
を
語
ろ
う
～
」

「
人
生
意
気
に
感
ず
」

「
変
革
の
中
に
調
和
を
」

「
一
念
直
達
」

「
大
き
な
一
歩
」

「
新
し
い
希
望
と
次
世
代
を
育
て
る
」

「
改
革
と
思
い
や
り
」

「
発
想
の
転
換
で
地
域
活
性
」

「
互
敬
互
励
」

「
冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
」

「
一
期
一
会
」

「
激
変
す
る
社
会
に
、地
域
の
絆
を
強
め
て
」

「
信
念
の
基
に
行
動
」

「
地
域
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
！
」

「
踏
み
出
そ
う
‼ 

 

新
し
い
日
本
へ
の
一
歩
を
」

「〝
絆
〟」

「
創
立
五
十
周
年 

新
た
な
飛
躍
の
年
に
」

「
原
点
に
立
と
う
‼
」

「
絆  

ぬ
く
も
り
」

「　」は大事にしたい今年の一言

日
野
市
商
工
会
（
連
合
会
副
会
長
）

清
瀬
商
工
会
（
連
合
会
理
事
）

小
平
商
工
会
（
連
合
会
理
事
）

小
金
井
市
商
工
会
（
連
合
会
副
会
長
）

西
東
京
商
工
会
（
連
合
会
理
事
）

狛
江
市
商
工
会
（
連
合
会
理
事
）

大
島
町
商
工
会

調
布
市
商
工
会
（
連
合
会
理
事
）

東
村
山
市
商
工
会
（
連
合
会
理
事
）

国
立
市
商
工
会
（
連
合
会
理
事
）

あ
き
る
野
商
工
会
（
連
合
会
副
会
長
）

東
大
和
市
商
工
会
（
連
合
会
副
会
長
）

武
蔵
村
山
市
商
工
会
（
連
合
会
理
事
）

八
丈
町
商
工
会
（
連
合
会
理
事
）

稲
城
市
商
工
会
（
連
合
会
理
事
）

羽
村
市
商
工
会
（
連
合
会
理
事
）

昭
島
市
商
工
会
（
連
合
会
理
事
）

新
島
村
商
工
会

神
津
島
村
商
工
会
　

小
笠
原
村
商
工
会

日
の
出
町
商
工
会
（
連
合
会
監
事
）

東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会（
連
合
会
理
事
）

東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会（
連
合
会
理
事
）

東
京
都
商
工
会
連
合
会
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多
摩
地
域
二
十
一
商
工
会
の
会
長
、
副

会
長
、
七
商
工
会
議
所
の
会
頭
、
副
会
頭

ら
が
一
堂
に
会
し
、
多
摩
地
域
の
経
済
・

産
業
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す

「
二
十
三
年
度
多
摩
経
済
サ
ミ
ッ
ト
」
を

来
賓
に
河
内
豊
東
京
都
産
業
労
働
局
商
工

部
長
ら
を
迎
え
、
十
一
月
三
十
日
、
立
川

田
忠
孝
多
摩
商
工
会
議
所
会
頭
が
挨
拶
、

続
い
て
河
内
豊
東
京
都
産
業
労
働
局
商
工

部
長
が
来
賓
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
桂
会

長
は
「
国
の
た
め
、
地
域
社
会
の
た
め
、

そ
し
て
一
番
大
事
に
し
て
い
る
中
小
企
業

の
経
営
支
援
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
最
大
の
課
題
」、

坂
田
会
頭
は
「
持
続
可
能
な
多
摩
地
域
の

明
る
い
未
来
の
た
め
に
一
致
協
力
し
て
経

済
の
復
興
、
発
展
を
目
指
そ
う
」
な
ど
と

話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
河
内
部
長
は
「
多

摩
は
東
京
に
と
っ
て
、
も
の
づ
く
り
の
一

大
拠
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
多
く
の
観
光

資
源
に
満
ち
た
地
域
」
な
ど
と
述
べ
ま
し

た
。

　
こ
の
後
、
課
題
講
演
、
課
題
発
表
、
調

査
研
究
報
告
を
行
い
、
さ
ら
に
、
講
演
、

発
表
、
報
告
を
受
け
て
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。課
題
講
演
で
は「
愛・地
球
博
」、「
平

城
遷
都
１
３
０
０
年
記
念
事
業
」
の
チ
ー

フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
た
福
井
昌
平

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ニ
ン
グ

研
究
所
社
長
が
「
多
摩
地
域
に
求
め
ら
れ

る
観
光
振
興
に
つ
い
て
」
話
し
、
な
ぜ
今
、

観
光
振
興
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
し

て
海
外
の
先
駆
的
取
組
み
、
多
摩
の
魅
力

な
ど
を
紹
介
、
そ
の
上
で
多
摩
地
域
が
取

り
組
む
べ
き
五
つ
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
提

言
を
し
ま
し
た
。

　
課
題
発
表
に
つ
い
て
は
横
山
英
樹
東
京

都
産
業
労
働
局
観
光
部
長
が
「
東
京
都
の

観
光
施
策
に
つ
い
て
」、
舘
盛
和
青
梅
商

工
会
議
所
会
頭
と
野
嵜
弘
同
副
会
頭
が

「
青
梅
宿
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
紹
介
を
し
ま
し
た
。
横
山
部
長
は
「
地

域
の
観
光
は
地
域
を
良
く
知
る
方
が
地
域

の
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
れ
を
上
手
に

磨
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
調
査
研
究
は
多
摩
の
観
光
素
材
に
つ
い

て
商
工
会
、
会
議
所
な
ど
を
通
じ
て
調
べ

た
も
の
で
す
。
意
見
交
換
で
は
観
光
資
源

開
発
へ
の
補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
東
京
都

へ
質
問
が
出
さ
れ
る
一
方
、
い
か
に
観
光

ま
ち
づ
く
り
が
大
事
か
な
ど
の
認
識
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
Ⅱ
部
と
し
て
行
っ
た
震
災
対
応
の
報

告
で
は
吉
澤
実
当
連
合
会
事
務
局
長
が
取

り
ま
と
め
を
、
ま
た
、
鶴
田
和
男
同
副
会

長
が
自
身
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
支
援
を

行
っ
た
宮
城
県
女
川
町
商
工
会
、
岩
手
県

山
田
町
商
工
会
へ
直
接
、
支
援
物
資
を
届

け
た
体
験
を
話
し
ま
し
た
。

市
内
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川
で
開
き
ま
し

た
。
今
回
は
来
年
に
多
摩
国
体
（
ス
ポ
ー

ツ
祭
東
京
２
０
１
３
）
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
か
ら
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
「
多
摩
地
域
の

観
光
振
興
」
を
据
え
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
対
す

る
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、
市
町
村
の
復

興
支
援
取
組
み
状
況
に
つ
い
て
当
連
合
会

か
ら
調
査
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
例
年
の
関
係
団
体
幹
部
ら
の
ほ

か
に
東
京
観
光
財
団
の
幹
部
、
多
摩
各
地

の
観
光
協
会
会
長
、
副
会
長
、
理
事
長
、

観
光
企
業
の
参
加
も
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
ま
ず
桂
敎
夫
当
連
合
会

会
長
、
多
摩
地
域
商
工
会
議
所
代
表
の
坂

「
23
年
度
多
摩
経
済
サ
ミ
ッ
ト
」

多
摩
国
体（
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
）を
視
野
に
観
光
振
興
に
つ
い
て
意
見
交
換

多
摩
各
地
の
観
光
協
会
、観
光
企
業
も

を

開
く参加

観光振興で意見交換した 23 年度多摩経済サミット

課題講演をする福井昌平社長
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民
主
党
議
員
会
長
、
衆
参
国
会
議
員
ら
が

出
席
す
る
中
、
意
見
を
表
明
、
５
項
目
に

つ
い
て
大
会
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
ま
ず
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
に
黙
と
う
を
捧
げ
、
続
い

て
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
県
連
会
長
と
原

発
被
災
地
商
工
会
の
双
葉
町
商
工
会
会
長

　
当
連
合
会
、
東
京
商
工
会
議
所
な
ど
中

小
企
業
関
係
六
団
体
は
十
二
月
二
日
、
東

京
・
丸
の
内
の
東
京
商
工
会
議
所
で
中
小

企
業
の
現
状
を
直
接
、
政
治
に
訴
え
る
と

と
も
に
中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
予
算
の

飛
躍
的
拡
充
な
ど
を
求
め
る
「
共
に
が
ん

ば
ろ
う
日
本
！ 

中
小
企
業
活
力
強
化
大

会
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

先
行
き
の
経
済
へ
の
見
通
し
が
超
円
高

で
心
配
が

広
が
る
中
、

大
会
に
は

早
朝
か
ら

関
係
六
団

体
の
代
表

が
現
地
か
ら
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
次

に
国
歌
を
斉
唱
、
こ
の
後
、
石
澤
義
文
大

会
会
長
（
全
国
連
会
長
）
が
挨
拶
、「
被

災
地
を
は
じ
め
地
方
に
活
力
を
与
え
る
内

需
を
喚
起
す
る
大
型
景
気
対
策
を
是
非
と

も
実
現
し
て
ほ
し
い
」
と
う
っ
た
え
ま
し
た
。

　
大
会
は
こ
の
後
、
内
閣
総
理
大
臣
と
枝

野
経
済
産
業
大
臣
と
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
続
い
て
川
瀬
重
雄
大
会
副
会
長
が
意

見
を
表
明
、
拍
手
で
決
議
を
採
択
し
ま
し

た
。
決
議
は
別
掲
の
通
り
で
す
。

ら
、
席
が
足
り
な
く
な
る
五
百
十
三
人
が

出
席
、
次
々
と
四
団
体
の
代
表
が
登
壇
し
、

意
見
発
表
。
来
賓
の
民
主
党
、自
由
民
主
党
、

公
明
党
の
各
国
会
議
員
、
都
議
会
議
員
へ

一
、　 東
日
本
大
震
災
被
災
地
に
対
す

る
継
続
的
な
支
援
の
実
施

二
、　 地
方
に
活
力
を
与
え
る
景
気
対
策

の
実
行

三
、　 中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
の
拡
充

及
び
支
援
体
制
の
強
化

四
、　 ま
ち
づ
く
り
の
支
援
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
活
動
の
強
化

五
、　 新
た
な
50
年
に
向
け
た
商
工
会
の

組
織
力
の
強
化

　

政
府
や
政
党
に
新
年
度
の
中
小
・
小

規
模
企
業
政
策
へ
の
要
望
を
う
っ
た
え

る
、
市
町
村
商
工
会
、
都
道
府
県
商
工
会

連
合
会
、
全
国
商
工
会
連
合
会
主
催
の

「
商
工
会
全
国
大
会
」
の
五
十
一
回
大
会

が
十
一
月
二
十
四
日
、
東
京
・
神
南
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
全
国
各
地
か
ら

商
工
会
長
、
商
工
会
関
係
者
三
千
余
名
が

参
加
、
内
閣
総
理
大
臣
（
代
理
＝
長
浜

博
行
内
閣
官

房
副
長
官
）、

枝
野
幸
男
経

済
産
業
大
臣
、

直
嶋
正
行
民

主
党
副
代
表
、

中
曽
根
弘
文

参
議
院
自
由

窮
状
や
、
政
策
へ
の
要
望
を
訴
え
ま
し
た
。

　

当
連
合
会
か
ら
は
村
越
政
雄
副
会
長
が

自
身
の
会
社
が
東
日
本
大
震
災
で
被
害
に

会
い
、
大
変
な
苦
労
で
復
興
し
た
体
験
を
話

し
、
こ
の
体
験
か
ら
「（
復
興
し
た
）
元
気

な
企
業
が
さ
ら
に
パ
ワ
ー
が
つ
く
よ
う
な
施

策
を
是
非
、お
願
い
し
た
い
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
四
人
の
意
見
発
表
の
後
、

「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
実
現
」
と
い
う
特

別
要
望
事
項
を
含
め
「
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
早
期
復
興
！
」
な
ど
五
項
目
を
満
場

の
拍
手
に
よ
り
決
議
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
当
連
合
会
の
桂
敎
夫
会
長
が
閉

会
の
挨
拶
を
述
べ
、
も
っ
と
六
団
体
の
交

流
を
深
め
た
い
と
の
希
望
を
話
し
ま
し
た
。

　
決
起
集
会
終
了
後
に
は
東
商
、
当
連
合

会
、
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
が
都

へ
陳
情
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

決 議

　“地域力宣
言”のもと日
本 各地 の 特
色 を 生 かし
た 様 々 な 特
産品、工芸品
を展示、販売
する、全国商
工 会 連 合 会

主催の恒例の「2011ニッポン全国物産
展」が 11月 25 日から27 日までの 3 日
間、東京・東池袋の池袋サンシャインシテ
ィで開かれました。東京都コーナーには
小笠原村商工会、三宅村商工会、八丈町
商工会、「お茶の静海苑」、「菓匠志むら」、

「m-chiffon」、「楽楽食品」が出展、試食・
試飲を勧めながら自慢の特産品・商品を
紹介、PR に力を入れました。
　また、前回から始め、好評を呼んでい
る「ご当地おやつランキング」には福生
市商工会が「福生ドッグ」を出品、ドッグ
の販売・PR に精力的に取り組みました。
　全体では 4 百社が出品をしました。

特産品・商品の紹介、
PRに力

自慢の

「2011ニッポン全国物産展」
で３商工会と会員事業所

5
項目

に
つ
い
て

大
会
決
議

51
回
商
工
会
全
国
大
会

　
　
　

  

を
超
え
る
会
員
が
参
加

３
千
名

「
共
に
が
ん
ば
ろ
う
日
本
！ 

中
小
企
業
活
力
強
化
大
会
」を
開
く

村
越
政
雄
副
会
長
が
意
見
発
表

東日本大震災からの復興が大きなテーマと
なった第 51 回商工会全国大会

参加者で会場が一杯となった
活力強化大会（中央は村越副会長）

販売・PR に力の入った全国物産展
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首
都
圏
の
中
小
企
業
の
優
れ
た
技
術
、

製
品
を
一
堂
に
展
示
、
受
発
注
、
企
業
間

連
携
、
情
報
収
集
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を

生
み
出
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
「
第

14
回
中
小
企
業
に
よ
る
国
内
最
大
級
の
ト

レ
ー
ド
シ
ョ
ー
産
業
交
流
展
２
０
１
１
」

が
十
月
二
十
六
日
か
ら
三
日
間
、
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
、
商
工
会
か
ら
も

瑞
穂
町
商
工
会
「
瑞
穂
フ
ァ
ン
ト
ム
工

場
」、
東
久
留
米
市
商
工
会
工
業
部
会
が

出
展
、
会
員
企
業
の
取
り
引
き
拡
大
に
力

を
い
れ
ま
し
た
。

　
同
展
は
東
京
都
、
東
京
商
工
会
議
所
、

当
連
合
会
、
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央

会
、
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
な
ど
が

主
催
し
て
平
成
十
年
度
か
ら
開
い
て
お
り
、

十
四
回
目
と
な
る
今
回
は
昨
年
実
績
を
大

幅
に
上
回
る
八
百
九
十
六
社
・
団
体
が

八
百
七
十
三
小
間
に
自
慢
の
技
術
、
製
品

な
ど
を
出
品
し
ま
し
た
。

　

初
日
の

二
十
六
日
に

行
わ
れ
た
開

会
式
に
は
桂

敎
夫
会
長
も

出
席
、
佐
藤

広
都
副
知
事

の
挨
拶
の
後
、
同
知
事
ら
主
催
者
の
代
表

と
テ
ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
ま
し
た
。

　
当
連
合
会
が
説
明
・
相
談
会
を
開
催
し
、

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
承
認

申
請
の
支
援
を
し
て
い
る
「
経
営
革
新
計

画
」
の
「
２
０
１
１
年
度
東
京
都
経
営
革

新
優
秀
賞
」
の
表
彰
式
が
十
月
二
十
七
日
、

成長著しいアジアも見据えた「産業交流展」

東
京
・
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
中
の
産
業

交
流
展
２
０
１
１
で
行
わ
れ
、
当
連
合
会

が
エ
ン
ト
リ
ー
を
し
た
、
昭
島
市
の
健

康
保
険
に
よ
る
在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
業 「
て
あ

て
」
の
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
独
立
開
業
支
援

事
業
の
推
進
」が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
多
摩
地
区
で
は
欠
陥
検
査
画

像
処
理
装
置
シ
ス
テ
ム
の
製
造
・
販
売
を
行

う
国
分
寺
市
の
「
エ
ム・ア
イ・エ
ル
」
が
「
医

と
食
の
安
全
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ア
ル

ミ
包
装
封
止
検
査

装
置
の
開
発
と
販

売
」
で
奨
励
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

表彰状を手にする「経営革新優秀賞」
の受賞者

　
調
布
市
商
工
会
は
創
立
五
十
周
年
を
迎

え
、
十
一
月
二
十
四
日
、
調
布
駅
前
の
調

布
ク
レ
ス
ト
ン
ホ
テ
ル
で
記
念
式
典
・
記

念
祝
賀
会
を

開
き
ま
し
た
。

式
典
・
祝
賀

会
に
は
長
友

貴
樹
調
布
市

長
、
伊
藤
学

市
議
会
議
長
、

地
元
選
出
の

国
会
議
員
、
都
議
会
議
員
、
桂
敎
夫
当
連

合
会
会
長
、
佐
藤
文
典
三
鷹
、
村
越
政
雄

小
金
井
市
、
栗
山
昇
狛
江
市
、
番
場
正
夫

稲
城
市
の
各
商
工
会
長
ら
市
、
関
係
官
庁
、

関
係
団
体
な
ど
か
ら
大
よ
そ
三
百
名
が
出

席
、
創
立
五
十
周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
式
辞
に
立
っ
た
原
島
芳
一
会

長
は
五
十
年
を
振
り
返
り
「
創
立
当
時

は
会
員
数
は
六
百
八
十
七
名
。
現
在
は

三
千
二
百
五
十
名
を
数
え
る
大
規
模
商
工

会
に
成
長
し
た
」
と
述
べ
る
と
と
も
に

「『
真
に
求
め
ら
れ
る
商
工
会
づ
く
り
』

へ
向
け
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
こ
の
難
局

を
乗
り
越
え
て
行
く
」
と
新
た
な
決
意
を

披
露
し
ま
し
た
。
続
い
て
表
彰
に
移
り
、

功
労
、
永
年
役
員
、
優
良
従
業
員
、
永
年

勤
続
従
業
員
な
ど
の
各
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。
式
典
で
は
市
長
、
議
長
、
関
係
機
関

の
代
表
、
桂
当
連
合
会
会
長
が
次
々
と
来

賓
挨
拶
に
立
ち
、
お
祝
の
言
葉
を
話
し
ま

し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
開
宴
の
こ
と
ば
や
来
賓
の

祝
辞
の
あ
と
鏡
開
き
を
し
、
荻
本
貞
臣
前

会
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
り
、
桐
朋
学
園

卒
業
生
が
弦
楽
器
を
奏
で
る
中
、
和
や
か

な
懇
談
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

創立 50 周年の記念式典
（演壇に立つのは挨拶をする原島会長）

瑞
穂
町
商
工
会「
瑞
穂
フ
ァ
ン
ト
ム
工
場
」、

東
久
留
米
市
商
工
会
工
業
部
会
が
出
展
取
り
引
き
の

拡
大
に
力

産業
交流展
2011

産
業
交
流
展
２
０
１
１
で
東
京
都
が
表
彰

昭
島
市
の「
て
あ
て
」が「
２
０
１
１
年
度

東
京
都
経
営
革
新
優
秀
賞
」の
優
秀
賞
、

国
分
寺
市
の
エ
ム・ア
イ・エ
ル
も
奨
励
賞

調
布
市
商
工
会
が
創
立  

　  

周
年

３
百
名
が
式
典・

祝
賀
会
で
祝
う

50

　
三
鷹
商
工
会
、
小
金
井
市
商
工
会
、
武

蔵
野
商
工
会
議
所
は
十
一
月
十
八
、十
九

の
両
日
、
三
鷹
市
内
の
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ

で
初
め
て
「
武
蔵
野
エ
リ
ア
産
業
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
宅
地
化
、
住
宅

化
で
課
題
を
抱
え
て
い
る
も
の
の
、
武
蔵

野
エ
リ
ア
は
精
密
を
中
心
と
し
た
、
歴
史

の
あ
る
工
業
集
積
が
あ
る
一
方
、
新
た
に

情
報
関
連
産
業
の
集
積
も
進
み
始
め
て
い

66
の
企
業
・団
体
が
出
展

三
鷹
、小
金
井
市
商
工
会
、武
蔵
野

商
工
会
議
所
が
初
め
て「
武
蔵
野

エ
リ
ア
産
業
フ
ェ
ス
タ
」を
開
く
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る
こ
と
か
ら
、
同
フ
ェ
ス
タ
は
域
内
企
業

の
交
流
と
連
携
、
さ
ら
に
招
待
し
た
大
手

企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
通

じ
て
産
業
の

底
上
げ
に
弾

み
を
つ
け
て

い
こ
う
と
い

う
狙
い
で
す
。

　

同
フ
ェ
ス
タ
は
広
域
連
携
事
業
と
し
て

東
京
都
の
支
援
を
受
け
て
実
施
。
フ
ェ
ス
タ

に
は
三
十
一
の
製
造
業
、
二
十
五
の
Ｉ
Ｔ
系
、

十
の
行
政
・
支
援
団
体
と
合
計
六
十
六
の

企
業
・
団
体
が
出
展
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
佐
藤
文
典
、
村
越
政
雄
、

稲
垣
英
夫
の
主
催
三
団
体
の
ト
ッ
プ
と
、

清
原
慶
子
三
鷹
市
長
ら
三
市
の
市
長
（
代

理
＝
小
金
井
市
、
武
蔵
野
市
）
が
挨
拶
、

そ
れ
ぞ
れ
が
目
的
や
そ
の
意
義
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
桂
敎
夫
当
連
合
会
会
長
も
訪

れ
、
ブ
ー
ス
ご
と
に
足
を
止
め
る
な
ど
見

て
回
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
カ
タ
ロ
グ
を

熱
心
に
集
め
る
姿
、
係
員
に
説
明
を
求
め

る
姿
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
三
団
体

で
は
今
年
も
来
年
も
開
い
て
い
く
計
画
で

す
。

今年も来年も計画されている「武蔵野
エリア産業フェスタ」

　

東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
多

摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
、
東
京
都
中
小
企
業
振

興
公
社
多
摩
支
社
な
ど
東
京
都
の
農
・
商
・

工
の
支
援
機
関
五
つ
が
集
結
す
る
「
産
業

サ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
・
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
の
「
ウ

エ
ル
カ
ム
デ
ー
」
が
十
月
二
十
一
、二
十
二

の
両
日
、
開
か
れ
、
五
機
関
の
一
つ
で
あ

る
当
連
合
会
も
二
十
一
日
、
商
工
会
地
域

の
特
産
品
、
並
び
に
東
日
本
大
震
災
被
災

地
の
物
産
の
販
売
を
行
う
な
ど
ウ
エ
ル
カ

ム
デ
ー
入
場
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
被
災

地
の
物
産
販
売
は
東
日
本
大
震
災
被
災
地

支
援
の
一
環
か
ら
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
商
工
会
地
域
の
特
産
品
販
売
で
は
島
し
ょ

地
域
の
ク
サ
ヤ
、
唐
辛
子
、
明
日
葉
加
工
品
、

あ
き
る
野
市
の
秋
川
牛
カ
レ
ー
、
ニ
ン
ジ
ン

　

東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会
、
当

連
合
会
、
東
京
都
商
工
青
年
部
連
合
会
は

東
日
本
大
震
災
で
引
き
続
き
仮
設
住
宅
で

の
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

方
々
に
本
格
的
な
冬
に
向
け
て
少
し
で
も

暖
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
こ
う
、
と
強

力
に
「
商
工
会
女
性
部
“
ポ
カ
ポ
カ
”
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
み
、
沢
山
の
湯
た
ん

ぽ
と
ア
イ
ロ
ン
を
支
援
物
資
と
し
て
岩
手
県

商
工
会
女
性
部
連
合
会
に
提
供
し
ま
し
た
。

ジ
ャ
ム
な
ど
を
、
ま
た
、
被
災
地
の
物
産
販

売
で
は
中
心
市
街
地
全
て
を
失
っ
た
岩
手
県

山
田
町
の
醸
造
会
社
の
醤
油
を
取
り
寄
せ
て

販
売
を
し
ま
し
た
。
結
果
は
特
産
品
、
物
産

と
も
に
全
て
完
売
で
し
た
。

　

当
連
合
会
が
後
援
を
す
る
東
京
信
用
保

証
協
会
主
催
の
「
江
戸
・
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
技

と
テ
ク
ノ
の
融
合
展
２
０
１
１
」
が
十
一

月
二
日
、
東
京
・
丸
の
内
の
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
か
れ
、当
連
合
会
も
ブ
ー

ス
を
構
え
て
「
経
営
革
新
」、「
専
門
家
派

遣
」、「
震
災
対
策
」
な
ど
当
連
合
会
の
事

業
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　

同
展
に
は
当
連
合
会
の
経
営
革
新
の
専

門
家
二
人
が
ブ
ー
ス
に
常
駐
、「
商
工
会

は
事
業
の
『
こ
ん
な
時
』
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
ま
す
」
の
看
板
や
、「
や
り
ま
し
ょ

う
経
営
革
新 
ご
相
談
下
さ
い
」
な
ど
の
ポ

ス
タ
ー
を
掲
げ
る
と
と
も
に
来
場
者
に
事

業
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、

事
業
の
利
用
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
出
展

　

当
連
合
会
、
多
摩
地
域
商
工
会
が
後
援

を
す
る
西
武
信
用
金
庫
、
首
都
圏
産
業
活

性
化
協
会
主
催
の「
第
12
回
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ

ア
ｆｒ
ｏ
ｍ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
」が
十
一
月
十
七
日
、

東
京
・
西
新
宿
の
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
で
開
か
れ
、

当
連
合
会
も
出
展
、
経
営
革
新
、
緊
急
エ

キ
ス
パ
ー
ト
事
業
な
ど
事
業
の
紹
介
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
開
会
式
に
桂
敎
夫
会
長

も
出
席
、
照
井
恵
光
関
東
経
済
産
業
局
長

に
続
い
て
来
賓
挨
拶
。さ
ら
に
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
テ
ー
マ
を
「
世
界
に
羽
ば
た
け
、

ｍ
ａ
ｄｅ
ｉｎ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
と
し
、
海
外

展
開
を
計
画
す
る
中
小
企
業
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け

た
一
方
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
支
援

か
ら「
東
北
地
方
応
援
コ
ー
ナ
ー
」も
設
置
、

広
域
な
マ
ッ
チ
ン
グ
も
行
い
ま
し
た
。

　

全
体
で
は
東
北
地
方
な
ど
か
ら
の
出
展

を
含
め
二
百
二
十
九
社
・
団
体
が
出
展
を

し
ま
し
た
。
マ
ッ
チ
ン
グ
は
一
千
件
を
超

え
る
数
と
な
り
ま
し
た
。

規
模
は
二
百
七
十
四
中
小
企
業
・
支
援
機

関
と
過
去
最
多
に
な
り
ま
し
た
。

　

融
合
展
に
は
桂
敎
夫
当
連
合
会
会
長
も

出
席
、
開
会
式
で
横
山
洋
吉
東
京
信
用
保

証
協
会
理
事
長
、
来
賓
の
前
田
信
弘
東
京

都
産
業
労
働
局
長
ら
と
と
も
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
臨
み
、
さ
ら
に

各
ブ
ー
ス
を
熱
心
に
見
て
回
り
ま
し
た
。

情
報
交
差
点

「
経
営
革
新
」、「
専
門
家
派
遣
」、

「
震
災
対
策
」な
ど
事
業
を
Ｐ
Ｒ

「
産
業
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア・Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
」の

「
ウ
エ
ル
カ
ム
デ
ー
」

当
連
合
会
が
後
援
の「
江
戸・Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

技
と
テ
ク
ノ
の
融
合
展
２
０
１
１
」

「“
ぽ
か
ぽ
か
”プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
強
力
に
推
進

岩
手
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
へ
沢

山
の
湯
た
ん
ぽ
と
ア
イ
ロ
ン
を
提
供

東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会

１
千
件
を
超
え
る
マ
ッ
チ
ン
グ
、

２
２
９
社・団
体
が
出
展

「
第
12
回
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア

    

ｆｒ
ｏｍ 

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
」

商
工
会
地
域
の
特
産
品
、並
び
に

被
災
地
の
物
産
全
て
を
完
売
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大特集 2月▶ 3月多摩・島しょ地域のイベント

70 再生紙を使用しています。

Part

42
日程 イベント名 会場 内容 主催者・問合せ先

２
月

10日（金）～18日（土）
第５７回
伊豆大島
椿まつり
（大島町）

伊豆大島椿まつり
「夜まつり」

元町港　　　　　　
船客待合所

スーパーあんこ娘のダンスパフォーマンス、
御神火太鼓の披露、大島特産品の販売

大島観光協会　　　　　　
04992-2-2177 

10日（金）～23日（木） 椿の花による
「おもてなし」 三原山頂口エリア 椿の特別展示、写真の展示、湯茶の接待

を行う

11日（土・祝）
椿の女王コンテ
ストと椿の女王
ミス大島撮影会

大島公園椿プラザ 伊豆大島の伝統衣装を着たあんこ娘の
中から「椿の女王」を選出する

19日（日）午後２時～
 第４回羽衣の堰歌謡

コンテスト
（羽村市）

羽村市生涯学習
センター

「ゆとろぎ」

羽村の堰を歌ったご当地ソング「羽衣
の堰」の歌唱力を競う。参加申し込み

（定員 35 名）は 1 月 6 日まで。鑑賞
無料、250 名収容

「羽衣の堰」歌謡コンテス
ト実行委員会

（羽村市商工会内）　　　　
042-555-6211

３
月

３日（土）
第２回

三宅島レディースラン
（三宅村）

阿古小体育館 阿古小体育館出発の 10k、5k、3k の
周回マラソン大会

三宅島レディースラン実行
委員会暫定事務局
04994-5-0316

17日(土）～18日（日） 八丈島産業祭
（八丈町）

八丈町コミュニティー
センターほか

漁業、農業、商工業者による特産品等の
展示・販売等

八丈島産業祭実行委員会
04996-2-1221

27日（火）～4月10（火）
はむら花と水のまつり

2012（前期：さくらまつり）
（羽村市）

羽村堰周辺ほか
桜のライトアップ、野点、足湯等のイ
ベントを行うほか、玉川上水に沿って
模擬店が出店する予定

羽村市観光協会
042-555-9667

未定 火の山ウォーキング
（三宅村） 雄山 雄山登山道を歩き、三宅島の大自然に

触れるツアー
火の山ウォーキング実行委員会

（三宅村役場観光産業課）
04994-5-0920

念のため主催者に問い合わせをして日にち、会場をご確認の上、お出掛け下さい。

業種・業態別に最小費用で最大の効果
を出す方策を紹介

　電力不足の懸念や環境への配慮
から今冬も省エネ・節電が求められ
ています―。この省エネ・節電の課
題を解決、一層、企業基盤を強固に
していただこう、と当連合会は「節
電事例集」3 千部を作成、商工会
等を通じて希望者への頒布を始めま
した。
　事例集では製造業、サービス業、
販売業など様々な業態の 40 社が
昨夏、実施をした節電や環境配慮へ
の取り組みを紹介、他の事業者の皆

さんに参考にしていただいて取り組みの輪を広げていこうと作
成しました。
　当連合会は昨夏、中小企業診断士らの専門家が店舗、工場、
事務所など 115 社を訪問し、省エネ・節電診断を実施、これ
に基づき1社ごとに節電行動計画を作成する支援を行いまし
た。これは100 社を予定したところ115 社と計画を上回る応
募があった、事業者皆様の関心の高かった事業です。
　事例集の内容は大きく三つです。一つは115 社の診断はど
のような内容となり、診断を下し、対策を取ったかの全般的内
容です。二つ目は小規模事業者が実際に取り組んでいる省エ
ネ・節電対策です。三つ目は診断を受けてどのように実施して
いこうとしているかの計画です。事例集では業種・業態別に最
小費用で最大の効果出す方策を紹介しています。是非、ご利
用下さい。希望者は最寄りの商工会にお問い合わせ下さい。

喫緊の課題に応える節電事例集

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

会
場
を
国
営
昭
和
記
念
公
園

か
ら
移
し
て
開
催

　
「
第
十
一
回
た
ま
工
業
交
流
展
」
が
二
月
二
十
四
、二
十
五

の
両
日
、
多
摩
地
域
の
新
し
い
産
業
総
合
支
援
機
関
「
産
業

サ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
・
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
の
東
京
都
立
多
摩
職
業

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
人
材
育
成
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
す
。
多

摩
地
域
の
製
品
・
技
術
、
情
報
開
発
、
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す

る
多
摩
地
域
最
大
の
工
業
展
「
た
ま
工
業
交
流
展
」
は
こ
れ

ま
で
立
川
市
の
国
営
昭
和
記
念
公
園
み
ど
り
の
文
化
ゾ
ー
ン

花
み
ど
り
文
化
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
開
い
て
き
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
る
産
業
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
・
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
に
は

東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
多
摩
支
社
、
東
京
都
知
的
財

産
総
合
セ
ン
タ
ー
多
摩
支
援
室
、
当
連
合
会
、
東
京
都
立

産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
、
東
京
都

農
林
水
産
振
興
財

団
、
そ
し
て
会
場
と
な
る
東
京
都
立
多
摩
職
業
能
力
開
発

セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
東
京
都
の
支
援
機
関
の
新
た
な
集

積
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
機
関
と
出
展
企
業
、
来
場
者

ら
と
の
一
層
の
交
流
促
進
が
期
待
で
き
る
た
め
サ
ポ
ー
ト
ス

ク
エ
ア
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
を
新
た
な
会
場
と
し
て
開
催
し
て
い
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
同
展
に
は
百
三
十
五
企
業
・
団
体
が
百
三
十
七
の
ブ
ー

ス
を
使
っ
て
工
業
部
品
の
加
工
技
術
・
製
品
、
情
報
関
連
・

ソ
フ
ト
開
発
・
環
境
関
連
製
品
の
Ｐ
Ｒ
・
展
示
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

も
開
き
ま
す
。

産
業
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア・Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
で
２
月
24
、25
の

両
日
、「
第
11
回
た
ま
工
業
交
流
展
」

3000部の「節電事例集」を作成
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